
畜産PR大使「おーいたん」

★公益社団法人 大分県畜産協会 http://ooita.lin.gr.jp/

当協会のホームページです。マルキン情報の他、市場結果、種雄牛情報等も掲載しております。

★独立行政法人 農畜産業振興機構 https://www.alic.go.jp/operation/livestock/assistance-marukin_00002.html

補填金単価の公表の他、単価算定に関する各種参考資料等が掲載されております。

マルキンだより令和２年８月２４日

公益社団法人 大分県畜産協会 TEL：097-545-6594
FAX：097-554-4049

第113号

令和２年４・５・６月分交付金精算払単価公表

肉用牛肥育経営安定交付金制度の令和2年4・5月分の交付金精算払単
価が公表されましたので、精算払いを行います。

また、6月分の公表された交付金単価は肉専用種については、202,686.3
円・交雑種については、190,413.9円・乳用種については、48,078.9円の交
付となります。

詳細につきましては、肉用牛肥育経営安定交付金制度の交付金単価につ
いて【令和2年4・5・6月分】（独立行政法人農畜産業振興機構発行）をご
覧ください。

トピックス

•令和2年4・5・6月分
の単価（確定）が公表
されました。

•4・5・6月分の交付金
交付は、8月27日（木）
を予定しております。

牛マルキン事業に関係するホームページ



★畜産物の市況展望【牛肉】 

～外食自粛、盆商戦期待できず牛弱含み～ 

 2020 年 7 月の牛枝肉価格は、天候不順で消費が低迷するのが平年のパターンだが、今年

は数ヵ月にわたる自粛の反動で外食需要が戻り、海の日の 4 連休を控えた販促手当ても活

発化したことで上げ基調で推移した。政府が 7 月 22 日からの GOTO キャンペーンを発表

したことで観光地などでの需要喚起につながることが期待されるが、東京都の感染者数が

連日 200 人以上を超え、首都圏でのクラスター発生、地方圏でも感染者は増加傾向にあり

8 月以降の相場展開は不安要素が多い。 

 6 月の牛枝肉価格は、和牛は去勢 A5 が前月比 67 円高の 2,303 円（前年同月比 467 円

安）、同 A4 も 43 円高の 1,878 円（同 553 円安）、同 A3 は 53 円高の 1,671 円（同 564 円

安）、同 A2 は 42 円高の 1,505 円（同 457 円安）。半面、交雑種は B4 が 29 円安の 1,402 円

（同 281 円安）、B3 が 83 円安の 1,283 円安（同 355 円安）、同 B2 は 93 円安の 1,044 円

（同 497 円安）と下落。乳去勢 B2 は前月比 18 円安の 932 円（同 83 円安）だった。 

 6 月の量販店の売れ行きは「父の日」の販促で焼き材、ステーキなどが好調に推移。ここ

数年、量販各社では主力アイテムを和牛から交雑牛への切り替えが進んだが、コロナの影響

で和牛が暴落してからは、和牛のロースブロックなど、パーツを単品で拾い買いし特売を組

むケースも少なくない。また、政府の和牛肉保管在庫緊急対策、学校給食への 1,000 円補

助、各県で助成が行われるなど、さまざまな消費回復策が講じられ、和牛の相場上昇につな

がった。ただ支援対策の対象外となった交雑牛の引き合いは弱まった。 

 外食は「密」を避け、社会的距離を保った 7 割配席を余儀なくされる中で、利益を確保す

ることは非常に難しくなっている。香港マカオ、タイなど一部で輸出の動きが出てきたが、

以前の水準には程遠い。感染者増加で再び社用接待を禁止する動きが出てきたほか、地方帰

省しにくいムードが高まり、盆商戦も従来のような動きは期待できそうもない。和牛去 A5

で 2,250 円前後、A4 で 1,850 円。交雑種は去勢 B3 で 1,250 円の弱含みの展開。 

 

★NEWS FLASH 

・7 月～9 月の配合飼料供給価格㌧当たり 1,000 円下げ－JA 全農 

・2020/21 年度の世界のﾄｳﾓﾛｺｼ生産量、前年度比 6.7％増と予測－農畜産業振興機構 

※別紙参照 

 

★乳用牛、肉用牛の重要な伝染性疾病と防疫対策  岩手大学 農学部 村上賢二 氏 

 ・牛の重要な伝染性疾病と防疫対策について、書かれています。人では、新型コロナ

ウイルスの感染拡大により景気悪化しております。牛の伝染性疾病が発生すれば

さらなる景気悪化となる恐れがあります。再度、防疫対策について考えてみてはど

うでしょうか。※別紙参照 

（※公益社団法人中央畜産会 発行 畜産コンサルタント誌 8 月号 抜粋） 










































